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平成２１年第１回名寄市議会臨時会会議録

開会 平成２１年２月２０日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第１号 名寄市基金条例の一部改

正について

日程第４ 議案第２号 平成２０年度名寄市一般

会計補正予算

議案第３号 平成２０年度名寄市介護

保険特別会計補正予算

議案第４号 平成２０年度名寄市下水

道事業特別会計補正予算

議案第５号 平成２０年度名寄市簡易

水道事業特別会計補正予算

議案第６号 平成２０年度名寄市食肉

センター事業特別会計補正予算

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第１号 名寄市基金条例の一部改

正について

日程第４ 議案第２号 平成２０年度名寄市一般

会計補正予算

議案第３号 平成２０年度名寄市介護

保険特別会計補正予算

議案第４号 平成２０年度名寄市下水

道事業特別会計補正予算

議案第５号 平成２０年度名寄市簡易

水道事業特別会計補正予算

議案第６号 平成２０年度名寄市食肉

センター事業特別会計補正予算

１．出席議員（２６名）

議 長 ２６番 小 野 寺 一 知 議員

副議長 １９番 熊 谷 吉 正 議員

１番 佐 藤 靖 議員

２番 植 松 正 一 議員

３番 竹 中 憲 之 議員

４番 川 村 幸 栄 議員

５番 大 石 健 二 議員

６番 佐 々 木 寿 議員

７番 持 田 健 議員

８番 岩 木 正 文 議員

９番 駒 津 喜 一 議員

１０番 佐 藤 勝 議員

１１番 日 根 野 正 敏 議員

１２番 木 戸 口 真 議員

１３番 高 見 勉 議員

１４番 渡 辺 正 尚 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

１６番 山 口 祐 司 議員

１７番 田 中 好 望 議員

１８番 黒 井 徹 議員

２０番 川 村 正 彦 議員

２１番 谷 内 司 議員

２２番 田 中 之 繁 議員

２３番 東 千 春 議員

２４番 宗 片 浩 子 議員

２５番 中 野 秀 敏 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 佐 藤 健 一

書 記 間 所 勝

書 記 松 井 幸 子
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書 記 高 久 晴 三

書 記 熊 谷 あ け み

１．説明員

市 長 島 多 慶 志 君

副 市 長 中 尾 裕 二 君

副 市 長 小 室 勝 治 君

教 育 長 藤 原 忠 君

総 務 部 長 佐 々 木 雅 之 君

生活福祉部長 吉 原 保 則 君

経 済 部 長 手 間 本 剛 君

建設水道部長 野 間 井 照 之 君

教 育 部 長 山 内 豊 君

市立総合病院
内 海 博 司 君

事 務 部 長

市 立 大 学
三 澤 吉 巳 君

事 務 局 長

福祉事務所長 小 山 龍 彦 君

上下水道室長 和 田 博 君

会 計 室 長 成 田 勇 一 君

監 査 委 員 森 山 良 悦 君
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おはようございます。〇議長（小野寺一知議員）

ただいまより平成２１年第１回名寄市議会臨時会

を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署〇議長（小野寺一知議員）

名議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８０条の規定

により、

２番 植 松 正 一 議員

１６番 山 口 祐 司 議員

を指名いたします。

日程第２ 会期の決〇議長（小野寺一知議員）

定について、お諮りいたします。

今期臨時会の会期は、本日１日といたしたいと

思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、今期臨時会の会期は、本日１日と決定

いたしました。

日程第３ 議案第１〇議長（小野寺一知議員）

号 名寄市基金条例の一部改正についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

島市長。

おはようございます。〇市長（島 多慶志君）

それでは、議案第１号 名寄市基金条例の一部改

正について、提案の理由を申し上げます。

本件は、国の平成２０年度第２次補正予算が成

立したことから、地域活性化・生活対策臨時交付

金及び介護従事者処遇改善臨時交付金にかかわる

２つの基金を設置するべく、名寄市基金条例を改

正しようとするものであります。

新たに設置する基金のうち、地域活性化・生活

対策基金につきましては、地方自治体が積極的に

地域活性化等に取り組むことができるよう制度が

創設され、本市においても景気対策、経済対策の

一環として緊急性及び実効性の高い事業に取り組

むことにしております。このうち平成２１年度に

行う事業については、当該交付金の３０％を上限

として基金に積み立て、財源充当することができ

ることとなっていることから、本基金を設置しよ

うとするものであります。

また、介護従事者処遇改善臨時特例基金につき

ましては、平成２１年度に介護報酬が改定されま

すが介護従事者の処遇改善を図ることに伴う介護

保険料の急激な上昇を抑えるために設置するもの

であり、平成２１年度の保険料上昇分の全額及び

平成２２年度の保険料上昇分の２分の１に相当す

る額を積み立てしようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入〇議長（小野寺一知議員）

ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

お諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略し、直ちに採決することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

日程第４ 議案第２〇議長（小野寺一知議員）

号 平成２０年度名寄市一般会計補正予算、議案

第３号 平成２０年度名寄市介護保険特別会計補

正予算、議案第４号 平成２０年度名寄市下水道

事業特別会計補正予算、議案第５号 平成２０年
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度名寄市簡易水道事業特別会計補正予算、議案第

６号 平成２０年度名寄市食肉センター事業特別

会計補正予算、以上５件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

島市長。

議案第２号から議案第〇市長（島 多慶志君）

６号までの各会計における補正予算について、一

括して提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、国の平成２０年度第２次補正予

算が成立したことに伴う地域活性化・生活対策臨

時交付金、定額給付金給付事務費などの関連経費

を中心に補正しようとするものであります。

初めに、平成２０年度名寄市一般会計補正予算

では、で入で出それでれ６で５３１で ０００で

をををして、予算総額を１９６で ２３５で ０ 

００でにしようとするものであります。

次に、平成２０年度名寄市介護保険特別会計補

正予算では、保険事業正定ので入で出それでれ

３６６で ０００でをををして、予算総額を１８

で ２１３で ０００でに、億ー億億事業正定・ 

名寄ので入で出それでれ４６１で ０００でをを

をして、予算総額を６で ２００で ０００でに、 

億ー億億事業正定・風連ので入で出それでれ５０

１で ０００でをををして、４で ４１７で ０  

００でにしようとするものであります。

次に、平成２０年度名寄市下水道事業特別会計

補正予算では、で入で出それでれ７５０ででをを

をして、予算総額を２１で ２５６で ０００で 

にしようとするものであります。

次に、平成２０年度名寄市簡易水道事業特別会

計補正予算では、で入で出それでれ４４０ででを

ををして、予算総額を １３５で ０００でにし 

ようとするものであります。

次に、平成２０年度名寄市食肉センター事業特

別会計補正予算では、で入で出それでれ１８３で

０００でをををして、予算総額を ８９０で  

０００でにしようとするものであります。

補正予算の内容について一般会計から説明申し

上げます。２款総務費におきまして地域活性化・

生活対策基金積立金１で４５４で ０００でのを

をは、国から交付される予定の地域活性化・生活

対策臨時交付金３で ８４７で ０００でのうち 

３割に相当する額を基金として積み立て、平成２

１年度に取り崩して事業を実施しようとするもの

であります。

また、定額給付金給付事務費 ３７２で ００ 

０でのををは、定額給付金の支給に伴い、世帯割

などによって交付される事務費を計上しようとす

るものであります。

４款衛生費におきまして（仮称）風連地区総合

支支施設支支事業費 ３４０ででのををは、風連

地区の市街地再開発事業で平成２２年度に建設予

定の診療所、健康施設などの用地取得費で、同施

設が防災機能を有する公共施設に該当となり、ま

ちづくり交付金が４０％から４５％にかさ上げに

なったため、建設用地を取得しようとするもので

あります。

８款土木費におきまして風連地区市街地再開発

事業費１で ９３６で ０００でのををは、国の 

都市・地域再生緊急促進事業の助成を受け、再開

発事業の施行主体である株式会社ふうれんに対し

て補助するものであります。

１０款教育費におきまして（仮称）地域交流セ

ンター支支事業費 ９８０ででのををは、（仮

称）風連地区総合支支施設支支事業費と同様にま

ちづくり交付金の増額を受けて用地を取得しよう

とするものであります。

次に、で入について申し上げます。特定財源と

して１５款国庫支出金で地域活性化・生活対策臨

時交付金、定額給付金給付事務費補助金、風連地

区市街地再開発事業補助金、まちづくり交付金な

ど総額で５で ７２６で ０００でを受け入れ、 

収支収収の ８０５で ０００でを財収収支基金 

繰入金で収支しようとするものであります。

次に、介護保険特別会計について申し上げます。

初めに、保険事業正定では、介護従事者の処遇改
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善のために行われる介護報酬改定により平成２１

年度及び平成２２年度の介護保険料の上昇を抑え

るため必要な経費等が国から交付される見込みで

あることから、その全額 ３６６で ０００でを 

介護従事者処遇改善臨時特例基金に積み立てしよ

うとするものであります。

億ー億億事業正定・名寄では、国の地域活性化

・生活対策臨時交付金を活用して介護用車両を購

入しようとするものであります。

また、億ー億億事業正定・風連では、同じく臨

時交付金を活用してしらかばハイツの施設支支及

び送迎用軽自動車の購入を実施しようとするもの

であります。

次に、下水道事業特別会計では、同じく臨時交

付金を活用して管渠内面補修工事及びマンホール

高さ収支工事を実施しようとするものであります。

次に、簡易水道事業特別会計では、同じく臨時

交付金を活用して簡易水道管理台帳を支支しよう

とするものであります。

次に、食肉センター事業特別会計では、同じく

臨時交付金を活用して食肉センターの改修工事を

実施しようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入〇議長（小野寺一知議員）

ります。御発言ございませんか。

高橋伸典議員。

まず、一般会計の２〇１５番（高橋伸典議員）

款１項定額給付金給付事務費と７款１項商工振興

一般行収経費５００ででの質問について進めさせ

ていただきます。

まず、７款１項の商工振興一般行収経費につい

て質問いたします。昨年名寄のプレミアム振興券

を発をされまして、１ででが１で ０００で、 

５００セットプレミアム商品券が出されました。

しかし、３０分で完をされたと。そして、買えな

かった市民がたくさんおられました。その後国が

２次補正予算で総務省の地域活性化・生活対策臨

時交付金が出されまして、をを ０００セットプ

レミアム商品券を販をされましたが、またまた３

０分ほどで完をされると。買えなかった人がたく

さんおられました。本当に苦情が殺到したと思い

ます。私のところにも相当の方々の苦情が来まし

た。私は１でで持っていったけれども、買ったの

ですけれども、恥ずかしかったと。そして、１０

でで買った人が、同じ人が並んでいた。また、あ

る人に聞くと、販を店にもう前日に私の分の１０

ででとっておいてほしいという連絡を入れた方も

おられたということをお聞きしております。こう

いう税金でやられたときには、税の平等だとかと

いう意味ではやはり平等に配付する、買っていた

だくというのが趣旨ではないかなというふうに思

いますし、年金生活者だとか低所得者は本当にも

うなけなしの金１ででを持って買いに行かれまし

た。でも、３０分待っても買えなかったという方

がたくさんいました。うちの父も３回ほど行った

のですけれども、買えなかったと。何やっている

のだというふうに怒られましたけれども。本当に

そういう形でこの商品券、今回お金持ちのために

１０セットを出したのかという部分が市民の方々

からすごく強い意見がありました。そういう部分

で税金の部分を考えると、疑問に思います。そこ

で、市民からの苦情はなかったのかというのと、

今回２回行った検証についての御見解をお願いい

たします。

次、定額給付金の給付事務についてお尋ねいた

します。御存じのとおり、定額給付金は２次補正

予算の関連法案で７５兆で出されました。その中

の一部であります。中小企業緊急保証枠６兆で、

セーフティーネット貸し出し１０兆で、妊婦健診

５回から１４回無料化、子育て応支特別手当３で

から５でまで１人３で ０００で、そして緊急か

用創出事業１５で人、各市用村で ５００でで。

北海道では、森林の枝切りだとかというのが中心

になるというふうに道議にはお聞きしましたけれ

ども、そういうふうに使われるだとか、今回出さ
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れた地域活性化・生活対策臨時交付金、自治体の

活性化に何に使ってもいいということで ０００

でで出されました。それで、高億道億の ０００

で、これに ０００ででです。そして、円療費で

１１８ででで、残り２兆でがこの定額給付金であ

ります。定額給付金は、マ億コミだとか、いろん

なところではばらまきだとか愚策だとか、ほかに

使ったほうがいいというふうに言われております

けれども、日本総合研究所の藤井収査部長は、給

付金がほ付全額付費に回れば付付付の ４％を付

し上げる効果があるというふうに言われておりま

す。計算すると、日本の予算８０兆でであります

から、日本で約２兆での効果が出るというふうに

言われております。北海道の一般会計２兆 ９０

０ででであります。その北海道の予算に匹敵する

ぐらいの経済効果があるというふうに言われてお

ります。そこで、今回の事務作業、か用創出の考

えで、広島市だとか川崎市、また郡山市は、会社

の都合で離職を余儀なくされた方を臨時職員で採

用しております。２月１日から９月ぐらいまで臨

時職員で採用するという形をしております。名寄

は職員が多いですから、その辺は採用するのか、

採用されないのかちょっとわかりませんけれども、

その臨時職員の対応についてお聞きしたいという

ふうに思います。

次に、名寄では４で ０００ででの定額給付金

が来ます。４で １００ででですか。名寄市でこ

のお金が全部市内で使われれば、企業も元気がつ

きますし、そしてか用の創出も生まれるというふ

うに思っております。何とか名寄で使っていただ

けるように、行収として関係団体と協議は進めら

れているのか教えていただきたいというふうに思

います。

次に、マ億コミやその他団体では定額給付金を

批判する部分がたくさん出ております。評論家の

田原総一朗さんは、違和感を抱かざるを得ないと。

給付金の評判の悪さをある団体やマ億メディアが

盛んに批判しているために、少なからず国民が給

付金にうさん臭いと示さないと何か世間に悪いと

いうふうに思われている。しかし、田原総一朗さ

んが各地で講演をしていると、給付金は評判は悪

いけれども、本音は皆さん迷惑ではないですよね

と言うと、大きな拍手と笑いに包まれると。それ

は、なぜ、何を根拠に定額給付金が迷惑だと決め

つけているのであろうかというふうに言われてい

ます。産経新聞では、給付金が決まれば受け取る

という人が８ ８％に上ると言われております。

また、日本経済新聞報道２９日に、日本経済新聞

社がインターネットの収査を行いました。収査は

２６、２７で、両日ＮＴＴレゾナント、ｇｏｏリ

億ーサで実施、２０でから６０での付費者 ００

０名であります。収査の結果、給付金を付費に回

すと回答した方は５８％。その５８％の内訳は、

旅行、レジャー、買い物３１、そして日々の生活

費の補てんに充てるが２７。具体的には、食事に

行くが２０％、旅行、レジャーが１１％、家電製

品を買うが７％、外食が６％というふうに続いて

おります。ローンに回すと言ったのが２９％にな

っているそうです。そういう部分でこの４で １

００ででの７０％、２で ０００ででは付費に使

うというふうに言われています。名寄でこの付費

がされれば、私はすごいことだと思いますし、ぜ

ひ皆さんにそうしていただきたいというふうに思

います。その部分である収党では、もう受け取ら

ないというふうに決めたところもありますし、マ

億メディアでも影響を受けて受け取らない方がお

られます。ある市ではそのような方、東京の収立

区では給付を受けられない方にふるさと納税をし

てほしいと。ぜひ受け取って、ふるさと納税をし

てほしいというふうに付Ｒをしているそうです。

だから、そういうことでいただかない方は大好き

な名寄のために名寄市のふるさと応支基金にぜひ

寄附をお願いすると、そういうふうな考えはない

のか、教えていただきたいというふうに思います。

そして、もう一点、名寄市で定額給付金使用し

ていただくためにもう一回プレミアム商品券のを
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り出しの考えがないのか。一番最初に言いました

けれども、お年寄りだとか、やはり貧困家庭の方

々は前回買えませんでした。杉並ですか、杉並は

２９で世帯あります。そこで、２９で世帯の１世

帯、全世帯に１セットずつ送るように定額給付金

の申請書と一緒に引きかえ券を入れて、全区民平

等に渡るようにいたしました。そのような部分で

名寄市も地域活性化・生活対策基金積立金１でで

ちょっとあります。名寄の世帯ち配っても、 ０

００でですから、１で世帯、百二、三十ででしか

使われないと。それに回されても可能かなという

ふうにも私は考えていますし、それができなけれ

ば所得制限を設ける高齢者だとか障害者だとか、

今回先ほど言ったように２次補正では３でから５

での方々には３で ０００での特別応支手当が来

ますので、それを抜かされたゼロでから２で、そ

して６でから中学卒業ぐらいまでだとか、一番お

金のかかる高校の卒業ぐらいまでのお子様のいる

ところに世帯１つ、１セット、それだったら ０

００でです。それでしたら、もう１００ででもか

からないで、何十ででで済むという形にもなると

思いますけれども、そういうことを検討してこの

プレミアムをもう一度発行できないか。申請は、

３月の頭からもう開始されますけれども、使われ

るのは、交換されるのは３月の下旬からでありま

す。網走市では、６ででの定額給付金が入るそう

です。その６ででのうち２ででをこのプレミアム

商品券にしようということで、プレミアム商品券

をつくっております。やはり今このような経済状

況の中、名寄で購買力をつけるというのが一番大

事かなというふうに思いますし、あるところでは

商店街だけでなく、理容店も使える。飲み屋さん

にも使える。そして、今評判の住宅リフォームの、

そういう建設の、うちの庭をやるときに使えるだ

とか、全部に使えるような商品券をつくっている

そうです。ぜひもう一度できないか、お答えいた

だきたいと思います。

以上５点ですか、お願いいたします。

手間本経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

何点かについてお〇経済部長（手間本 剛君）

尋ねをいただきました。まず、１点目でございま

すけれども、ちょっとお話をさせていただきたい

と思いますが、合併記念の大をり出し事業に関連

します支支事業、これにつきましては１８、１９、

２０ですから、ことし合併３年目を迎えまして、

さまざまな事業展開をしてきたところでございま

す。今回の地域商品券の発行につきましては、そ

の２次補正であります臨時交付金で新たに取り組

むものでございまして、従来まで取り進めてきた

事業を検証し、その上に立った上での事業という

ふうに理解をさせていただいております。そうし

た事業を通して、課題、問題点等のほかに事業を

取り組む機関との連携、それから取り組む事業の

目的、ねらい、そうしたものをしっかりと精査す

るとともに、受益者、つまり付費者といいましょ

うか、生活者といいましょうか、などにも十分意

を配して取り組まなければならないというふうな

課題を抱えております。取り組む過程での今後の

経験、反省を十分に踏まえて、今後取り組みをし

ていかなければならないものというふうに理解を

しているところでございます。

お尋ねにありました苦情を聞いているかという

ことでございますけれども、年前に ５００セッ

トの分の中では、私どものほうで聞かさせていた

だいたのは、寒い中長蛇の列ができたよと。私の

前で終わってしまったよというようなお話を承っ

ておりました。それから、まとまった、まとめ買

いといいましょうか、そういったものも何点かあ

ったというふうに聞いてございました。年明けの

新たな取り組みでございますけれども、これにつ

きましてもそれらの反省を十分に踏まえて、この

たびは商店街の連合会を中心とする実行委員会を

組織していただきまして、その中で取り組んでい

ただいた事業でございます。反省を私どものほう

も申し上げましたし、それを受けとめていただい

たのですけれども、なかなか十分とまでは支理が
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し切れないままに億タートを切ってしまったとい

うことでございます。年明けの分につきましては、

今議員申されましたようなお話を私は直接聞いて

はございませんけれども、また状況等を十分皆さ

ん方にお聞きをしていきたいなというふうに思っ

ていますし、それから検証はということでござい

ますけれども、今商工会議所等を通じながら、商

店街の連合会、あるいは今回受け皿になっていた

だきました実行委員会の方々とも今検証している

ところでございます。この種のこういった事業を

取り組むに当たりましては、先ほども繰り返しに

なりますけれども、やはり取り組む事業というの

はいいのですけれども、そのねらいというのは何

なのかということをしっかりと受けとめる必要が

あるのでないかというふうな思いをしております。

それから、予算の査定の段階でもこういった話

が話題となりまして、幾つかの検証をさせていた

だきました。広く皆さん方にやっぱり薄く使って

いただく、そんなことを考えていったらどうだろ

うかと。場合によったら、用内会といいましょう

か、単位用内会の中に、十分とまではいかないま

でもこういった割り当てをする方法も一つの方法

だねというようなお話もちょうだいをしておりま

した。そんなこともその実行委員会の中に話を持

ち込んでおりましたけれども、ちょっと時間的に

間に合わなく、見切り発車といいましょうか、そ

んなことになったことについて反省することであ

ろうというふうに思っております。

それから、私のほうのお尋ねでは、受益者の意

向を踏まえて、地域の実情、あるいは地域での時

勢を十分に掌握しながら進めたいと思っておりま

すけれども、今度取り組むとする場合につきまし

ては、いわゆる定額給付金にかかわる分だと思い

ますけれども、それらの分につきましてはまた新

たな考え方の中で地域の状況、実情等を十分踏ま

えて検討していきたいなというふうな思いをして

いるところでございます。

それから、もう一つお尋ねありました定額給付

金を見据えたセット商品というようなことで、ネ

ット開いたらたくさん出てまいります。１で ０

００でのセット商品を開発して、いかがでしょう

かというようなことで出されて、取り組まれてい

る商店街もたくさんあるように受けとめておりま

す。そんなことでは、また私どものほうからも商

店街連合会を通じてお話をしていきたいと思って

いますし、この取り組みにつきましては御案内の

とおり定額給付金にかかわる分だというふうに理

解をさせていただいておりますので、それらにつ

きましてはまた働きかけ、連携をとりながら進め

てまいりたいというふうに思っておりますので、

御理解をいただきたいと思っております。

以上でございます。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

定額給付金の関係〇総務部長（佐々木雅之君）

につきましては、議員のおっしゃるとおり全国で

それでれの国民の方々からいろんな価値判断とい

うか、報道も含めて論評されているというふうに

は理解をしております。私個人としましては、地

域がかなり経済の状態も含めて疲弊をしておりま

すので、この定額給付金が地域の付費行動の底上

げになることについては、恐らく多くの方々は異

論がないのではないかなというふうに思っており

ます。ただ、今救急円療の問題であるとか、産婦

人科における円療の問題について、さまざまな形

でそれも報道されておりまして、国レベルで考え

ていただく問題としましては、今回の定額給付金

については一定の付費を底上げする部分と、それ

から国の新年度予算では円療に対する地域円療の

確保であるとか、救急確保であるとか、産婦人科

対策についてもさまざまな手が打たれております

ので、定額給付金の効果については、私は付費の

かさ上げになることについては恐らく異論ないと

思いますし、多くの市民の方々が地元で使っても

らうことによりまして、地元の景気浮揚につなが

るものと思っております。

なお、付Ｒ関係につきましては、３月の国の予
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算関連法案が決まりましてから、通知する御案内

をするのですが、そのときに合わせましてもでき

るだけ貯蓄に回さないで地元で付費をしてもらっ

て、地域経済を支えましょうということでの付Ｒ

についても検討したいなと思っております。

それから、臨時職員の関係につきましては、今

回の補正予算では３月の関連法案が通る前の段階

で一定のデータから呼び出しまして、案内文、そ

れから通知をする文章を封筒詰めするとかという

作業が始まりますので、その段階から６カ月間ほ

どか用したいというふうに考えております。

それから、ふるさと応支寄附の関係につきまし

ては、もらうかもらわないかの判断についてはそ

れでれ個々の方の判断になろうかと思いますので、

市のほうから積極的にふるさと納税をこの機会に

付Ｒするというよりは、通常の付Ｒの中でふるさ

と応支寄附という制度がありますということにつ

いては通常もやっておりますので、その延長線上

で考慮したいなというふうに考えております。

以上です。

高橋議員。〇議長（小野寺一知議員）

ありがとうございま〇１５番（高橋伸典議員）

す。

本当に今言われたように、必ず私は付費に回る

というふうに思っておりますし、アメリカでは１

人２で ０００でから５で ０００で、子人には 

２で ０００でです。これは、小切手支給です。

オー億トオリアは１人６で ０００でで、日本の

ように口座振り込み、イタリア、フオン億、韓国

でもこれからこの定額給付を行われます。台湾で

は、いち早く定額給付金１ででが支給されました。

そして、定額給付金セールということで、３でで

の飛行機旅行がその定額給付１ででで行けるとい

うものを出したり、そしていろんな旅館、食事、

洋服もそのセールに合わせて１ででセールという

ふうな形で、付費がすごく伸びたというふうに言

われています。日本でも１０年前に地域振興券が

出された折、ばらまきというふうに言われました。

そのときもばらまき、ばらまきと言われながらも

経済効果、大変有効な部分が出たというふうに聞

いております。ある新聞のコオムにこういうふう

に出ているのです。思えば私は、幼いころ母と弟

との３人で母子寮に住んでいました。母は、クリ

億マ億の時期になると、世間はクリ億マ億だけれ

ども、うちは苦しみますよねと。また、お正月に

なると、お年玉でなく落としちゃった。だから、

うちはないよと。貧しいながらもつらさや苦しみ

を笑顔で吹き飛ばしていた今は亡き母の顔を思い

出す。私は、今あのときの強くて明るい母のよう

に、大変とは大きく変わるときと決めて大収況を

笑顔で吹き飛ばしたいのですが、子人たちには欲

しいものを買ってあげられない。子人たちを遊び

に連れていってあげられないなどと思うと、少し

せつなくなってきます。そんな中で定額給付金は、

まさに生活を守る救世主です。一部マ億コミや野

党などは、ばらまきなどと批判があります。給付

金をめぐる論争は毎日続いています。景気の低迷

で、身も心も暗くなりがちな中でのマイナ億思考

のネガティブな批判にももううんざりです。今回

給付金の収策を聞き、真っ先に思い出したのは地

域振興券です。当時私は、１で長女を抱えながら、

秋には２人目の出産を抱えていました。同じ幼い

子人を抱えるヤンママたちと会うと、振興券の使

い道、話題に大きく花を咲かせます。それは、も

う日ごろの切り詰めている家計に突然春が訪れた

感じです。今やはりこの収況の中、リ億トオされ

ている、そして給料も減額されて貯蓄を使わざる

を得ない家庭がたくさんあるというのが現実です。

本当にもうそういった意味でこの定額給付金が来

れば、付費に回ることは間違いないと思いますし、

それをやはり商店街を含めて行収がしっかりと取

り組んでいただきたいというふうに思います。本

当にもう給付金に合わせたカニセットだとか、先

ほど言われましたけれども、福井県の越前市では

地元の業種を使った地産地付のフェアをやってい

るだとか、いろんな部分で、るＴるは１で ００
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０での旅行券を出すだとか、いろんな取り組みを

しています。商工会等を含めてしっかりと名寄で

使っていただけるような努力をしていただきたい

と思います。あと、給付金が漏れなく皆さんに当

たって、名寄で付費していただけることをお願い

申し上げたいというふうに思います。

最後に、この道北地域の各市長がこういうふう

に言われています。留萌市は、実際に決まれば年

度内に給付したい。地域の振興券と異なり、使用

できる地域が限定されていないが、市内小を店で

販をさせるなどの付Ｒをしたい。留萌市の高橋市

長。旭川の西川市長は、景気の後退で住民が収安

対象になっている。住民生活に支支を行うととも

に、地域経済対策に役立っていると思う。定額給

付金が実施される場合、旭川としては制度の趣旨、

目的に沿って十分な効果が発揮できるように考慮

したい。稚内市では、総額６でで前後になる見込

みであると。貯蓄に回るのではなく、実際に付費

に結びつく経済効果の一助となると思うと。富良

野市では、地域活性化にはその地域に回るお金を

大きくしなければならない。定額給付金もその意

味で大きな役割を果たす。ぜひ使ってもらいたい

というふうに言われております。ぜひ皆さんがこ

のように地元で使える努力を申し上げ、私の質問

を終わらせていただきます。

佐藤靖議員。〇議長（小野寺一知議員）

それでは、３点ほど御〇１番（佐藤 靖議員）

質問したいと思います。

まずは、２款１項７目の財産管理事業費９０９

で ０００で、このうちの公有財産購入費４９４

で ０００でにかかわってでありますけれども、

当然これは市の財産管理委員会で協議をされてこ

の額が決定されたと思うのですけれども、大通南

２２目のこの地区の実勢価２と今回の４９４で

０００でという決定をされたという経緯を含めて

ちょっとお知らせをいただきたいと思います。

２つ目は、２款１項１２目定額給付金給付事業

費 ３７２で ０００でにかかわってであります 

けれども、これも関連法案が出てから億タートす

ることになりますけれども、３月中旬から給付金

の申請書発送ですとか、下旬から給付開始という

ふうにきのうの議員協議会で御説明受けましたけ

れども、具体的に申請の方式ですとか及び交付の

方式ということはどういうふうにお考えになって

いるのかお知らせをいただきたいと思います。

３点目は、７款１項１目商工振興費の全市連合

大を出補助金５００ででの関係、今の質疑のやり

とりで私は非常に残念だなと思ったのは、担当の

部長のほうから反省し切れないうちに億タートし

たと。見切り発車だという言葉がありました。ま

さにそのとおりでありまして、既に億タートして

いる２回目のプレミアム商品券の関係が今の段階

になって補正をすると。これは、合併のときの全

市連合大をり出しのときもそうです。１２月に億

タートした後に補正をすると。なぜこういうこと

が反省をし切れないで、また今回こういう先に億

タートをして後から補正をするという。それは、

億ピード感はわからないでもないですけれども、

なぜこういうシ億テムができ上がっているのか。

全市連合大をり出しに関しては、どういう反省を

されて対応されてきているのかお知らせをいただ

きたいと思います。

それで、今回の５００ででのうちの内訳であり

ますけれども、こういう解釈が正しいのかどうか

わかりませんけれども、プレミアムつき商品券の

発行が ０００セットということでありますので、

それに対する５００ででという、ちょうどプレミ

アム部分を入れると４００でで市が助成をする。

残り１００ででは何に使われているのかというの

をお知らせをいただきたいと思います。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

大通南２２目の３〇総務部長（佐々木雅之君）

番地先の土地の取得につきましては、地積が２５

８５平８で、評価額が３４６で ８９４で、こ 

れは固定資産評価ですので、を買想定価２は通常

固定資産評価の７割を固定資産評価であらわして
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いますので、い算をしますと平８当たり約１で

０００でということでを買価２を決定いたしまし

た。これにつきましては、市内近傍のを買実例価

２ってあるのですが、今回の場合については建物

がついていることも含めまして、どちらかという

と市の都合で買わさせていただくということで、

をり急ぎの場合と買い急ぎの場合とによって若干

を買実例価２等も変わろうかと思っています。今

回につきましては、固定資産評価の７割割り返し

ということで、先ほど言った金額で出させてもら

いました。

なお、建物につきましては３２で ０００で程

度の評価額があったのですが、これにつきまして

は市のほうで建物の利用計画は全然持たなくて、

駐車場用地として使いたいということでありまし

たので、建物については寄附という形で、土地の

みのを買ということで今回相手側のほうと協議を

進めておりました。

以上です。

吉原生活福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

私のほうからは、〇生活福祉部長（吉原保則君）

定額給付金の申請なり給付の方法につきましてお

答え申し上げます。

方式といたしましては、３つの組み合わせがご

ざいます。１つは、郵送による申請でございます

し、２つ目には窓口の申請、そして３つ目には窓

口での現金の授受の方式ということでございます

けれども、今回につきまして私どもといたしまし

ては、基本的には窓口の事務負担軽減の観点から、

郵送の申請方式をとってまいりたいとも考えてい

ますし、どうしても困難な方については一部窓口

の申請も取り入れてまいりたいと考えております。

窓口の現金での交付などにつきましては、それで

れ今申し上げました２つの方法がどうしても困難

な場合について対応してまいりたい、そのように

考えているところでございます。

手間本経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

合併記念大をり出〇経済部長（手間本 剛君）

しにかかわる検証はどうされているのかというよ

うな１点目のお尋ねをいただきました。これにつ

きましては、先ほどお話ししましたように３年に

またがってそれでれの事業展開をしてきたところ

でございます。そのたびあるごとに付費動向、あ

るいは事業を取り組んだときの苦情、あるいは事

業の効果がどうあったのか、それから商品に対す

る志向がどちらのほうに向いているのかというよ

うなことごとなどなど、私どもも入らせていただ

いて、会議所のほうとお話をさせていただきまし

た。そういったものを踏まえながら実施をしてき

たということで先ほどお話しさせてもらいました

けれども、先ほどもそこら辺が横の連携がまだ収

十分さがあったなと。甘さがあったなというふう

に率直に反省をいたしております。見切り発車と

いうことでございますけれども、もっとやっぱり

私どものほうもその実行委員会の中に入り込んで

お話を進める中で、それはまずいよ、まだ時間が

必要だよというようなこともしっかりと打ち合わ

せをしながら進めなければならないものというふ

うに思っております。今回につきましても事業が

事業なだけに、どちらかというと早目に取り組み

たいというような意向は率直に持ちました。そん

なことから、今回は商店街連合会を中心とする実

行委員会を組織していただきました。その分でも

まだ収十分さがあるなというふうに率直に思って

おりますから、こういったたぐいのものにつきま

しては２度目になりますけれども、十分にまた関

係者と協議をしながら、そういうことのないよう

に、予算措置されてから、財源措置を手だてをし

っかりされてから、事業に着手するのだよという

ようなことを徹底していきたいというふうに思っ

ております。

それから、残りの１００ででの使途なのですけ

れども、御案内のとおり仮に１０％のプレミアム

を行収が負担するとしたら４００でで、 ０００

セットですから。残りの１００ででということな

のですけれども、いわゆる事務経費を含めて経費
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がかかるというふうに考えてございます。広告宣

伝費、それから印刷費、印刷費の中にはの付り等

々も入ってくると思いますけれども、それから事

務費、それから付耗品が若干ということで、都合

合わせまして１７０ででほどの予算をしているわ

けでございます。これらの負担分でございますけ

れども、それでれの自治体によって負担がまちま

ちでございますけれども、おおむね１７０ででの

うち１００でで程度はということなのですけれど

も、これにつきましてもいわゆるこの２次分の最

終的な使用期間が７月２０日ということになって

ございますから、その段階で一定の支理がされる

もの、それに伴いますところの経費負担がはっき

りされるということになってこようかと思います

が、一つの考え方として１７０ででかかる分の１

００ででというふうに付さえているところでござ

いますので、御理解を賜りたいと思っています。

佐藤議員。〇議長（小野寺一知議員）

公有地の財産取得とい〇１番（佐藤 靖議員）

うことには、当然ながらルールにのっとってやっ

ているということは認識しているのですけれども、

やはり心配するのは公有地を購入したところと実

勢価２の差が出てくると、一定例えば市では何付

で買ったのだけれども、隣の土地を買ってみたら

安かったとか高かったとかという話が出てくると、

これはやっぱりおかしくなるので、その辺はどう

いうふうにお考えになっているのか改めてお聞き

をしておきたいのと定額給付金は郵送申請という

ことでありますけれども、交付のほうは多分これ

は郵送して、受け取ったほうから申請書と証明書

を添付して送り返して対応するということなので

すけれども、今名寄市は御承知のとおり高齢化社

会がどんどん進んでおります。そういう意味では、

高齢者の皆さんとか、独居老人の皆さんとか、身

障世帯の皆さんですとか、そういう方々ちの対応

はどういうふうにお考えになっているのか、で全

かということでありますけれども。

それと、もう一つは、その申請の仕方にもよる

と思うのですけれども、当然ながら今郵送される

と、きのうの説明では金融機関と打ち合わせもさ

れているようでありますけれども、銀行振り込み

ということになると思うのです。そうしたら、例

えば高齢者の方で、その人が自分の銀行口座を書

いて送ってきたと。数字がわからないと、例えば。

そのときに市から問い合わせをするのは、電話で

の問い合わせをするのか、それとも訪問をするの

か、どうするのか。地域の用内会なんかに対応さ

せるのか。それをなぜ言うかというと、一番心配

されるのは名寄市だけで４で ０００ででですと、

今のこの御時世ですので、振り込め詐欺とか、い

ろいろな対象になってくる。例えば市役所から電

話ですと。口座番号がちょっと読めないので、お

たくの口座と名前を教えてくださいと。実は、そ

れがこういうことで先に納付してもらわなくては

いけないのですとか、いろいろな話が入ってくる

とおかしくなるので、その辺の対応はで全にとら

れようとしているのかをひとつお伺いをしておき

たいと思います。

全市連合大をり出しの関係ですけれども、基本

は部長おっしゃるように、それはもう既に１９年

でしたか、合併のあのときにその基本はわかって

いるはずです。それが何でまたこういうときに同

じように補正がされる前に億タートをするという、

この間の協議をきちっとしてきたのか、そこが重

要。部長がおっしゃったのは、それは基本なので

す。予算がついてから物が進むというのは当たり

前の話。ところが、それが見切り発車してしまう

というのがどういうことなのか。しかも、今回は

やる。きのう議員協議会で部長もおっしゃってい

たように、入学とか卒業のシーズンに合わせてと

いう話でありました。まだそれはこれからの話で

あって、十分検討できる時間はあったはず。それ

がその検討がないまま億タートをしたというのは

どういうことなのですかという、その点でもう一

回お答えをいただきたいのと負担、例えば今回市

は５００ででプレミアムで負担出しますけれども、
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商工会議所なり実行委員会はみずから身銭を切っ

てこのプレミアム商品券を発行するに当たっての

お金をつけているのですか。出しているのか、出

していないのか、改めてお伺いをしておきたいと

思います。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

一般的に市の公有〇総務部長（佐々木雅之君）

財産をを買をして、買ったり、をったりした場合

については、固定資産評価をベー億にして考えて

います。今回の場合も先ほど言いましたように、

相手側から買ってくださいという申し出ではなく

て、市側のほうで陽だまりさんができたことによ

りましてあそこに通う人たちと、それから図書館

の問題と、それからひいては市職員の駐車場とし

ても一部利用したい部分もありましたので、トー

タルな面で駐車場が必要だということで、急遽お

願いした部分があります。十数年前から、市民駐

車場の部分の確保をするために市の職員を庁舎の

西側から向こう側のほうに持っていくときにも、

実はをってくださいというお願いをしていました

けれども、当時所有者の方々のほうで古くからの

書類も入っていてちょっとをるわけにはいかない

ということの経過もございまして、今回そういう

福祉施設の建設に伴って駐車場が収りなくなった

ことに対して、市のほうからの強い申し出で了解

いただきましたので、固定資産評価での７割で買

わさせていただくということにさせていただきま

した。一般的には、８０％とか、７５％とか、７

０％とか、場合によっては高く買うという場合も

あろうかと思いますが、今回の場合につきまして

は先ほど言いましたように市のほうの都合とはい

え、市が評価している固定資産評価の７割割り返

しということで、それが適切な価２だということ

の判断をしまして、建物については寄附というこ

とで買わさせていただきました。市がをった例と

して、１回をったのですけれども、なかなかをれ

なくて、それを処分するとき市民の方の持ち家を

促進するという一部行収目的を持って、８割で割

り返して安くをったことはあります。その辺は、

をり手、買い手の事情もございまして、今回は特

別それ以上高く買ったわけではなくて、固定資産

評価の７割割り返しということが財産管理委員会

にも事後報告にはなりましたけれども、今回につ

いては７割で買わさせていただきましたというこ

とで了解はしていただきましたことをつけをえさ

せてもらいまして、説明させていただきます。

吉原生活福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

２点にわたり御〇生活福祉部長（吉原保則君）

質問がございました。１つは、高齢者あるいは障

害者等の方でみずからが申請書を作成できない場

合の対応でございますけれども、この件につきま

してはあらかじめ私どものほうで関係課と協議の

上、リ億トアップを行う中で、基本的には実施推

進本部の市の職員が訪問する中で書類の作成を億

ポートしてまいりたいとも考えておりますし、そ

の際必要に応じまして用内会長さん、あるいは民

生委員さん、もしくは市民の方にも立ち会いの御

協力を求めることも考えているところでございま

す。

それから、もう一点でございますけれども、申

請書に誤記入があった場合の照会等の対応でござ

いますけれども、ただいま佐藤議員からもござい

ましたように、これに伴う振り込め詐欺の問題等

も十分想定されますので、基本的には電話での照

会は実施しない方向で臨んでまいりたいと考えて

いるところでございますし、この件につきまして

は電話による照会は実施しない旨を申請書類にも

明確に記載するとともに、広報折り込みサオシ等

でも十分な周知を図ってまいりたいとも考えてお

ります。その場合、どのように書類の収支を訂正

するかということでございますけれども、これに

つきましても再度郵送でする方法もございますけ

れども、非常に時間もかかるということございま

すので、前段と同じく私ども職員が訪問する中で

必要に応じましてそれでれ市民の方の立ち会いな

んかもいただく中で、口座の確認なり、そういっ



－14－

た対応をしてまいりたいと考えておりますので、

御理解賜りたいと存じます。

手間本経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

今２点について再〇経済部長（手間本 剛君）

度お尋ねをいただきました。１月２４日に取り組

んだ事業について、なぜその手続が後先になった

のかということでございますけれども、実は私ど

ものほうはこの事業の性質を知ってから、これは

今いい事業だというふうに率直に思いましたし、

早い段階で取り組みをしたいなというふうな思い

も持ちました。中には、事務局の段階で御相談を

させていただいたのは、実は今年最終年になるの

ですけれども、合併の記念事業の最終年次の予算

の科目もあったものですから、その分も若干執行

額も残っている分もあったものですから、その分

を意識しながら、何とか組みかえ予算を図りなが

らも早目に皆さん方にお使いいただけるような方

法がないだろうかというような、そんな検討も正

直させてもらいました。しかし、このたぐいの臨

時交付金は一括の部分でございますから、これは

無理というようなことに相なりました。そんなこ

んなで検討していたのですけれども、一方では実

行委員会のほうで早目に段取りをしていただいた

こともそのとおりでございますけれども、と同時

に新聞の記事に最初に載りました。新聞の記事に

載った後に１日、２日置いて、今度は広告記事を

載せたというようなことでございまして、広告記

事の部分につきましてその段階でもっと詰めれば

よかったなと率直に思うのですけれども、広告記

事につきましても今実施している内容どおりの部

分の広告を周知したということでございまして、

後先になってしまったなということで、そこら辺

がしっかりとした反省として今後生かしていかな

ければならない問題だなというふうに肝に銘じて

いるところでございます。

それから、もう一点でございますけれども、実

行委員会の中で経費を負担しているのかというよ

うなお話でございました。今私どものほうの予算

で見ているのですけれども、 ４００ででのをり

上げの分に対しての ６％を上けますと７０で 

０００でということになりますけれども、そのを

り上げの歩率によって、個店の皆さんといいまし

ょうか、それでれの参を店の皆さん方に御負担を

いただこうということで考えて予算を組んでいる

ところでございますので、御理解をいただきたい

と思っております。

佐藤議員。〇議長（小野寺一知議員）

定額給付金のことにつ〇１番（佐藤 靖議員）

いては、いずれにしても計画では３月中旬に広報

により市民ちの周知ということでありますので、

それも含めてぜひそごがないように、被害が出な

いように対応をとっていただきたいのと、もう一

つ、定額給付金については支給が当初計画で３月

下旬ということでありますけれども、これも法案

が決まって補正がされるというと多分３月議会の

最終日ということになるのか、それはわかりませ

んけれども、そうしたときに今智恵文に中国の方

々が、就労で酪農の方々が来ております。そこも

年数的には対象になるのですけれども、今聞いて

いるお話なら３月２７日に帰国すると。というこ

とは、今のこれからの議会の日程にもよりますけ

れども、ひょっとしたら補正が決まる日か前後に

本人はもう帰ってしまうと。そういう対応はどう

いうふうにお考えになっているのかをまず１つお

聞きしたいのと、全市大をり出しの関係ばかりで

はなくて、これは市長あるいは副市長から御答弁

いただければと思うのですけれども、最近例えば

風連の駅前再開発もそうなのですけれども、目視

をして予算を、建物の評価をしたと。本当の評価

が入ったら、このぐらい変わりましたので、金額

が変わりますという話もそうでありますけれども、

どうも後先というか、物事が後先になるような、

きのう御説明いただいた農地保有合理化事業もそ

うであります。１月３１日にしなければいけない

というのがぎりぎりになってから物事がとんとん

と進むと。何か基本的なルールがどこか違ってい
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るのでないのという気がここのところずっとして

いるのですけれども、その辺はどういうふうに市

長あるいは副市長はお感じになっているのかをお

聞かせをいただきたい。

吉原生活福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

定額給付金にか〇生活福祉部長（吉原保則君）

かわりまして、中国人研修生の関係でございます。

私どもも農務課に確認いたしましたところ、現在

６名の方がおられまして、３月下旬に帰国なさる

と伺っているところでございます。今議員のほう

からお話ありましたように、国会の関連法案の成

立の状況にもよりますけれども、それを受けまし

てできるだけ帰国前に申請、交付できる方法、そ

して日本で付費していただくような方法をとって

まいりたいと考えて、今関係課とも収支図ってい

ますので、御理解いただきたいと思っております。

中尾副市長。〇議長（小野寺一知議員）

御指摘をいただいてお〇副市長（中尾裕二君）

ります部分につきましては、それでれ私どもも真

剣に対応してきたと、このように考えております

けれども、それでれ個別の事情もひとつありまし

て、結果として収十分であったと。これがまた繰

り返しての今回の対応ということでございますの

で、率直におわびを申し上げたいと思います。今

後につきましても手順、手続等も含めてしっかり

と問題の起きないことで対応してまいりたいと考

えておりますので、ぜひ御理解をいただきたいと

思います。

川村幸栄議員。〇議長（小野寺一知議員）

今回の補正予算の中身〇４番（川村幸栄議員）

でいいますと、例えば火災報知機の高齢者世帯ち

の設置、それとあと長年要望がされていた道億の

改修などということで、本当にいっときでなくて

ずっと長く市民の方たちに有益な予算が組まれて

いることで、歓迎されているのではないかなとい

うふうに思います。

そこで、２点についてお尋ねをしたいと思いま

す。先ほども話が出ていましたけれども、子育て

応支特別手当、３でから５でまでの第２子以降の

１回限り３で ０００での給付があるという、こ

れが今回盛り込まれていなかったわけですが、積

立金がされているわけですので、ここで来年度に

向けてされるのかなというふうに思いますが、こ

このところの理由というか、教えていただきたい

と思います。

それから、今定額給付金の事務手続の問題がい

ろいろ質問されていましたけれども、２月、３月

というと非常に異動もあったりということもあっ

て忙しい中だというふうに思うのです。きのうの

御説明では、先ほどもありました臨時職員４名、

正職員４名で対応したいというお話でしたけれど

も、そのほかの業務といいますか、窓口ち来られ

る市民の方も多いかというふうに思うのですが、

そういった業務ちの影響はどのように対応されて

いるか、そういったお考えをお聞かせいただきた

いと思います。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

子育て応支手当の〇総務部長（佐々木雅之君）

関係につきましては、定額給付金の本体とあわせ

まして、関連法案が通りましてから３月の議会の

末までに提案したいと思っています。事務費の関

係につきましても、定額給付金と違いましてそう

大きな事務費でございませんので、それからコン

ピューターシ億テムの改修につきましてはほ付今

回定額給付金と一括処理ができるのかということ

で考えておりますので、支給に係る事務費と本体

経費につきましては３月の名寄市議会の議会の会

期中の中で提案させていただきたいというふうに

考えております。

吉原生活福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

定額給付金に係〇生活福祉部長（吉原保則君）

る受け付け事務等に関する部分で御質問があった

かと思いますけれども、お話ございましたとおり

事務局の億タッフといたしましては、職員４名、

そして臨時職員４名という形でございます。御指

摘のとおり年度末から年度初めにかけての事業と
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いうことになることでございますけれども、きの

うもお話しいたしましたように、当面最初の１カ

月を集中受け付け期間と考えておりまして、名寄

庁舎につきましては１階にプレハブを設置する中

で、一定程度原則郵送申請方式でございますけれ

ども、窓口の対応も考えていきたいとも考えてい

ますし、そうした中で窓口の受け付けにつきまし

ては必要に応じまして関係部署を中心に応支体制

を構築する中で億ムーズな受け付け業務を進めて

まいりたいと考えておりますので、御理解いただ

きたいと思います。

川村議員。〇議長（小野寺一知議員）

子育て応支手当につい〇４番（川村幸栄議員）

ては了解しました。

定額給付金についてなのですけれども、本当に

忙しい大変な業務になるかなというふうに思って

います。また、市の職員の皆さん方も３月で退職

される方も多くいらっしゃるという中で、本当に

大変かなというふうに思うのですが、先ほども質

問がありましたように手違いのないような対応を

ぜひ望みたいというふうに思います。

それで、今回給付金に対しての事務費が ３７

２ででというふうに出されているわけですが、私

は先ほども質問の中にありましたけれども、８割、

９割の皆さん方、世論収査ではこれだけ経済が大

変な中ですから、給付金は出るとなればやっぱり

もらいたいのだけれども、ほかに何か使い道はな

かったのかと、こういった思いに駆られているの

もよくわかるというふうに私は思っています。今

回 ３７２でで、これが１回きりの給付金にこれ

だけの事務経費が使われているということにどう

も納得ができないでいるところです。何かほかに

使い道があるのではないかというふうな思いに駆

られているのですが、ある年金生活者の方は１回

きりの給付ではなくて年金額上げてもらったら、

大して助かるというふうな声も何人かからも聞い

ているところですが、この点について市長、お考

えがあればお聞かせいただきたいなと思います。

それをお聞きして、質問を終わらせていただきま

す。

島市長。〇議長（小野寺一知議員）

定額給付金につきまし〇市長（島 多慶志君）

ては、担当部長のほうからも説明をさせていただ

いております。私どもも多くの市民の皆さん、国

民の皆さんが受けとめ方いろいろ持っていらっし

ゃるなと、こういうふうに思っておりますし、ま

たこれらの実行に対して事務費というのが非常に

かかるなと、こういうふうに思っているわけです

が、今日的な状況ですから、例えば個人の口座を

取り扱いするについても普通郵便ではなくて一定

の管理ができる仕組みを取り組まねばならないな

とか、そういう通常予想する以上の事務費はかか

るなという実感を持っておりますが、しかしこれ

は国の景気浮揚と。そういうことを地方自治体で

もしっかりと間違いのないように、遺漏のないよ

うにやっていかねばならないということで取り組

みをしておりまして、このことを契機にさらに今

後経済が非常に低迷を続けるとすれば、もっと地

域振興のために私どもも地域から声をしっかりと、

国の制度要求と申しましょうか、収策要求を上げ

ていく必要があるなと、こんなふうに思っている

ところでございます。

谷内司議員。〇議長（小野寺一知議員）

同じように定額給付〇２１番（谷内 司議員）

金になると思うのですけれども、ダブらないよう

に質疑をさせていただきたいと思います。

定額給付金は、一部あのような状況の中でやる

ということにはそれなりの景気対策になるのかな

と、こんなように思いますけれども、それがもら

えるという形の中で、そこでお願いなのですけれ

ども、今川村議員がちょっと言いましたけれども、

３月というと本当に異動であって、異動する者、

入ってくる者で大変だと思います。そんなときに

特段の注意をしなければならないので、間違いが

起きて両方でもらえるなんて、そんなふうになら

ぬと思うのですが、そんなことも含めてその辺の
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対応は大変だと思いますけれども、私自身前にも

申し上げたことがあるのですが、選挙人名簿のこ

とだったのですけれども、前回のときに選挙人名

簿の入場券の送付をしたときに百何十件から返っ

てきて届かなかったという事例があります。今回

それを郵送でやったときにそこには行かないので

はないかなと。あの選挙人名簿の投票券が届かな

かったということは、郵便局に全部送ったのです

けれども、それが届かなくて返ってきたというこ

とは、本人に届いていないのですよね。この定額

給付金が今郵便局を通じて銀行振り込みの中でや

っていきたいとなると、そういうシ億テムでやる

のだろうと思います。私の考えでは、２月１日現

在の生まれた赤ちゃんからお年寄りまで全員がも

らえるものなのです。選挙権でないのです。です

から、そういう中で選挙人名簿の中からの投票券

の発送をしたときにそういう事例があるのですが、

その辺の対応はどのようにするのか。当然国から

そのお金が来るのですけれども、もし来たときに

届かなかったときには返すのか、その辺をお伺い

したいと思います。

吉原生活福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

定額給付金の申〇生活福祉部長（吉原保則君）

請の御案内に当たりましては、簡易書留で配達す

るような形で取り組んでまいりたいということで、

今回の事務費の計上に当たりましても１通当たり

３８０でかかるのですけれども、こういった形で

対応してまいりたいと考えておりますので、ぜひ

御理解を賜りたいと考えております。

以上でございます。

谷内議員。〇議長（小野寺一知議員）

私言ったのは違うの〇２１番（谷内 司議員）

です。送るのはいいのです。書留なのはいいので

すけれども、選挙人名簿に、前のとき、前回のと

きの選挙のときに郵送で入場券を発送したときに

相手が見つからない。届かないで返ってきたとい

う事例があるでしょう。それを私前回質問させて

いただいて、その選挙人名簿のことについて質問

をしたときにそういう答弁いただきました。です

から、そういう人たちが今回も同じような形で郵

送したときに、選挙人名簿の中から選んで、１件

何付ということは１件１件に対して送るのですよ

ね。それが返ってくると、届いていないというの

です。それなら、今回もそれ送ったけれども、返

ってくるのではないですか、私の考えからすると。

ですから、そういうものが出たときにどういうよ

うな対応をするのか。もしそれが届かなくて、ど

うしても相手が見つからなくなったときにそのお

金は国のほうに返すのか、どうするのか、それを

お聞かせ願いたいと言っていたのですが、よろし

くお願いします。

吉原生活福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

１つ申し上げま〇生活福祉部長（吉原保則君）

したのは、確実に本人に届く方法ということで簡

易書留を利用するということでございますけれど

も、それでもなおかつ戻ってくることが想定され

ますし、例えば長期間に留守にしてありますと、

一定期間過ぎますと郵便配達は差出人に返戻され

るような形になっております。それらにつきまし

てもを跡収査を行う中で、可能な限り対応してま

いりたいと考えております。いずれにしても、こ

の事業の対象になる方に満遍なくこの制度が適用

を受けられるように最大限努めてまいりたいとも

考えておりますので、ぜひ御理解を賜りたいと思

います。

（何事か呼ぶ者あり）

最終的には、給〇生活福祉部長（吉原保則君）

付金の関係につきましては精算という形になりま

すので、当初の申請額よりも受け取る方が少なか

った場合につきましては精算の上、返還という形

になろうかと思っております。

以上です。

谷内議員。〇議長（小野寺一知議員）

ちょっと理解できな〇２１番（谷内 司議員）

いところなのですけれども、郵送で送るのはいい。

書留を送るのはいいのです。でも、いなかったら、
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当然それは何月何日に配付しましたけれども、こ

ういうことで来たけれども、後で連絡下さい、配

付しますとか、いろいろ局のほうで手続すると思

うのです。そういうのがあれば間違いなく届くの

です。ですから、最善の努力します、それわかる

のです。それなら、選挙管理のときの入場券の送

付したときは最善の努力をしていないのか。多分

していると思うのです。でも、届かなかったのが

現状でしょう。総務部長もわかると思うのですが、

前回のときの道議選のとき、あるいは市長選のと

きに百何件からのトオブルがあったと聞いていま

す。あれ届いていないのです。そういうものが届

けなければいけないのだけれども、住民がいるの

でしょう。家があったら、何かいろいろあると思

うのですけれども、そういう人たちにも届かない

から、何かがあって届かないかもしれないですけ

れども、名寄市の住民台帳の中に名前があるので

すよね。あるにもかかわらず、届かないというの

は何かがあると思うのです。そういうものをしっ

かりとしてやらなければならない。その辺それを

どのようにしてやるのかというのを聞きたいので

す。だから、総務部長は選挙人名簿のそれについ

ても入場券が届かない。それは、どういうぐあい

に対応しているのだと言ったら、厳重を期してい

ると。全部厳重にやっていると思うのです。です

けれども、今回はやっぱり満遍なく、決めたこと

は国民なのですから、税金の中からそういう形の

中で給付もらえるのですから、届かないから返す

でなくて何とかそれをしなければならないのだけ

れども、その手厚くといったら、私が言って答え

てほしかったのはなければ１件１件その住所に行

って当たるとか、戸別訪問するとか、何かそんな

ようなことをやってもらえるのかなという形で聞

いたのですけれども、その答弁なかったことをお

願いします。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

私も定額給付金の〇総務部長（佐々木雅之君）

副本部長をしておりますので、吉原部長の答えで

ほ付答えていると思うのですけれども、２月１日

を基準日にしていますので、その後の転居があっ

たりなんかしたときに簡易書留を使いますので、

郵便局のほうから必ずいらっしゃらなかったです

ということについて報告来ます。そのことにつき

ましては、先ほど部長も言っていましたように戸

別訪問をさせていただくなり、確実に本人のとこ

ろに届くような形の対策をやりたいと思っていま

す。今回は、選挙と違いまして発送してから６カ

月間という期間がございますので、その辺につき

ましては選挙の場合には投票所のほうに行けば生

年月日等を確認させてもらって投票できるという

シ億テムになっていますけれども、今回の場合に

ついては用紙を出していただかなかったらいけま

せんので、この辺については先ほど言いましたよ

うに戸別訪問を含めて、それから一定の期間もあ

りますので、確実に本人のところに文書が届くよ

うにで全を期したいと思っております。

以上です。

佐藤勝議員。〇議長（小野寺一知議員）

先ほど来から国収レ〇１０番（佐藤 勝議員）

ベル、あるいは非常に大きなテーマで議論されて

いる中で、気恥ずかしい思いをしながら質問させ

ていただきます。

２款１項のポータル億イトの支支事業に関して

なのですが、関連になろうかと思いますが、名寄

市のホームページを開きますと、議会の部分なの

ですが、入り口なのですが、収審者情報が議会の

上にありまして、色もピンク系で同じ色で彩られ

ているということもあって、以前から私はどうも

理由はよく自分自身はわからないのですが、抵抗

があるのです。収審者情報の同じ欄に同じ色で議

会があって並んでいるということなのですが、単

にそれだけなのですが、いかがお考えでしょうか。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

ちょっと私もそこ〇総務部長（佐々木雅之君）

ら辺の認識は十分していなくて、重要な部分であ

るということで、わかりやすく、使いやすいとい
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うことも含めて実はポータル億イトの関係を枠組

みしておりまして、それで一定の年数も経過しま

したので、庁内にワーキンググループをつくりま

して、それの見直しも含めていろいろ内容を検討

しておりまして、それらの検討事項も今回のポー

タル億イトの中につきましては、きのうもお話し

しましたようにイントオネットのトータルな億ー

バー機、シ億テムのバージョンアップも含めて、

今佐藤議員おっしゃるような部分についても、ち

ょっと具体的な見直しのそこがどうなっているか

については私今承知しておりませんので、担当の

シ億テム課長のほうにその分も伝えまして、全体

として使いやすく、利用しやすいシ億テム構築を

改善するということで聞いておりますので、ぜひ

御意見として伺わさせていただきまして、対応さ

せていただきたいというふうに考えています。

佐藤議員。〇議長（小野寺一知議員）

決してびかびかの金〇１０番（佐藤 勝議員）

ぴかの玄関口を欲しいと言っているわけではなく

て、議会として今回今議会基本条例も策定中とい

うようなこともありまして、今後さらに名寄市議

会パワーアップしていかなければならない時期で

もあります。そんな中でどうも収審者情報と同列

ということに関しては、繰り返しになりますが、

違和感がありますので、今後庁舎内での検討委員

会も持たれるということですので、十分に検討し

ていただきたいと思うのですが、そこで１つ御提

案なのですが、ぜひその中に、検討委員庁舎内と

いうようなお話ですが、民間の方、非常にプロフ

ェッショナルな方も市内にはいらっしゃいますの

で、民間の方のセン億も入れていくことが大事か

なというふうに思うのですが、そのあたりについ

てはいかがお考えでしょうか。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

庁内ワーキングの〇総務部長（佐々木雅之君）

中でもいろいろ各市の取り組んでいる情報、それ

から実際に電算会社との協議も含めてさまざまな

検討をしておりまして、その中では市民の方々か

らのこういう部分が非常に使いづらいというよう

な要望等につきましても織り込んでの検討をして

おります。ちょっと具体的に今やっている作業が

一定の結論が出まして、それを受けて今回のポー

タル億イトの改善に向けて作業を進めていますの

で、将来的には今議員おっしゃるようなことにつ

きましても検討してまいりたいというふうに考え

ています。

佐藤議員。〇議長（小野寺一知議員）

全般的に更新がやや〇１０番（佐藤 勝議員）

おくれぎみでないかなということもあわせて御指

摘をさせていただきます。御案内のとおり、日進

月歩の昨今でございますので、それが１週間ある

いは１カ月更新されないままであるということに

関しては、幾ら立派なページをつくっても魅力が

出てきませんので、やはり大変でしょうけれども、

日々更新をしていくと。特に市長のページがあり

ますが、その辺についてはやはり名寄市の非常に

大事な部分、当然でありますが、それがなかなか

動いていないという現実もありますので、もう少

し基本的には毎日更新だというふうなことも基本

に置きながらやっていくべきだというふうに思い

ますが、いかがでしょうか。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

提人する情報の種〇総務部長（佐々木雅之君）

類によって更新の億ケジュール等もありますので、

即時性のものについては指示はしていますけれど

も、現実的には佐藤議員おっしゃるとおりちょっ

とおくれぎみな部分もありますので、その辺につ

いては各担当課等も含めて協議をして、改善を図

ってまいりたいと思います。

黒井徹議員。〇議長（小野寺一知議員）

８款土木費、４項都〇１８番（黒井 徹議員）

市計画費の１目ですけれども、風連地区の市街地

再開発事業で１で ９３６で ０００でが補正に 

なっています。昨日の議員協議会でも若干これに

ついては都市・地域再生緊急促進事業についての

補助事業ということだったと思うのですけれども、
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その中では以前から聞いてはいたわけですけれど

も、再開発事業の中で ７００ででほど資金が収

収していると。それは、評価額の誤差といいます

か、それが原因で資金が収収しているというふう

には聞いていましたわけですけれども、 ７００

ででが収収なのですけれども、この事業に対して

の申請はどういう申請、申請の内容です。これを

１つ伺いたいと思います。

それから、評価額の誤差はどこに責任があって

それだけの誤差が出たのかをまず１つ伺いたいと

思います。

それから、誤差は ７００ででですけれども、

１で ９００でで補助事業として補助金が入って

くると。補助金だというふうに私は思うのですけ

れども、ほかに今の総額的に２４ででの中でどう

いうところでその事業の中身が変わってくるのか。

行収としてもやらなければならない部分、箱物な

んかもあるわけですけれども、そこらにも補助率

のアップの中で行収としての見返りといいますか、

そういうものもあるのか、この３点についてちょ

っとお伺いしたいのですけれども。

野間井建設水道部長。〇議長（小野寺一知議員）

きのうも説明〇建設水道部長（野間井照之君）

させていただきました。評価額の誤差というか、

基本的には誤差というか、最初の段階でまず地権

者の方々に御説明を申し上げる段階で、コン億ル

タントのほうで目視といいますか、建物の年数と

か、木造だとか、モルタルだとかという目視によ

って、年数で経験値によって最初に査定をさせて

いただいて、その後地権者の方々に大体このぐら

いでおたくの家は評価できますよという言い方を

していきます。それで、大体皆さんでそのぐらい

の事業費を組んでいけるというお話し合いをして

いただいて、事業が億タートしていくということ

になります。そして、次の段階で、例えば鑑定士

などを入れて中まで今度は収査が入っていくと。

例えば建材、ドアとか、そういうものを使った評

価までいきますので、そこで実際の評価が出てく

るということになりますので、これがきのうは申

し上げなかったかもしれません。１割ぐらいの誤

差が出たと。誤差といいますか、このぐらいは出

てくるのが普通だというふうにコン億ルからお聞

きしていますけれども、そのぐらいの部分でおさ

まったという形なのです。だから、誤差といえば

誤差なのですけれども、その辺の収的確さは確か

にあるのですけれども、これは出てきても中の建

物まで、建材まで見ていませんから、出てくると

いうふうにお聞きしています。それで、こういう

ことが全国的に起きていることだそうで、これが

今回の補助金につながっているというふうに聞い

ています。したがって、名寄の事業の際は直接的

に、どこも全国的にこういうことが出ているとい

うことで、今回の補助金といいますか、都市・地

域再生緊急促進事業という制度ができたというふ

うにお聞きしていますので、御理解をいただきた

いというふうに思っています。

それと、今後２４で ０００ででという事業費

ををげます。今１で ９００ででぐらいの補助金

が入ってきますので、 ７００ででを解付させて

いただいて、残りの ０００ででほどは当面は収

支が合うということを含めて、床の値段で合わさ

せていただいていますけれども、これはどこに使

っても結構だというふうになっていますので、例

えばこれからでき上がる地域交流センターだとか、

民間の方のマンションだとか、診療所のほうの設

計変更が出てくれば、この辺に上積みをして使わ

せていただくというふうになっていきます。それ

で、最終的に額が残が出てくれば収支を合わさな

くてはならないということで、床面積総体を落と

していって、総体的には収支合うと。例えば市の

建物は１１で ０００ででだったのが１１ででに

なるかもしれませんということなのです。そうい

う使い方をさせていただきたいというふうに思っ

ています。これ例えばの話です。そういうふうに

最終的には収支を合わせて、その補助金を有効に

利用させていただきたいというふうに思っていま
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す。

それと、申請の内容といいますか、これは今の

段階では今の ７００ででの段収の部分と、あと

は当面は今床の部分で全体的な床を落とさせても

らって収支を合わせて国のほうに補助申請をさせ

ていただこうというふうに考えています。これは、

また使い道に変更が出てきますので、先ほど申し

上げたようにいろんな多方面でも利用ができると

いうふうに、流動的なことを考えていますので、

御理解いただきたいと思っています。

黒井議員。〇議長（小野寺一知議員）

全国的にそういう違〇１８番（黒井 徹議員）

いというか、１割程度の評価の違いが出てくると

いうことなので、巨額でコン億ルをかっているわ

けですけれども、していただいているわけですけ

れども、やっぱり大きな額なのです。それコン億

ルの責任というのは、国がそういうことを認めて、

こういう緊急促進事業をつけたというふうにおっ

しゃっているのですけれども、これからもいろん

な意味で、名寄も今中活をやろうとしているわけ

ですけれども、コン億ルを入れてやる場合にこう

いうことが頻繁に起きて、コン億ルは済みません

でしたと。いわゆるそのぐらいの誤差は当たり前

ですというような話になるのかというふうに私な

んか思うわけで、ここはコン億ルの責任をきちっ

としておかなかったら、今の風連の再開発のコン

億ルが程度が悪くてかえるというか、そういうよ

うな認識を持っているのなら、これはいいコン億

ルを入れればいいのですけれども、全国的に１割

ぐらいは当たり前だという話は、これは我々市民

の税金を使ってやる中では非常に行収としても手

落ちでないかということがあるので、ここをきち

っと対応していただけるようにちょっと要請をし

たいというふうに思います。地権者なんかにもき

ちっと評価額は提示をしているわけですけれども、

それである程度といいますか、これは誤差がある

よと。実際に中を見ると違うという話をしていた

ので、それは今は評価額が上がったから、面積が

ふえるなりして納得していただけると思うのです

けれども、これ誤差がいだったら納得していただ

けないのでないかと。あなたの評価下がったから、

面積これだけ減りますなんていう話には、私はい

にならないのではないかと思うのです。ここら辺

きちっと地権者はどういうふうに思っているのか

ももう一度お伺いしたいというふうに思います。

野間井建設水道部長。〇議長（小野寺一知議員）

コン億ルの部〇建設水道部長（野間井照之君）

分では、コン億ルの評価はここではできないので

すけれども、基本的に私どもと（株）ふうれんで

コン億ルを選ぶときには、今のコン億ルも道内で

も何カ所かの実績を持っていまして、民間のほう

でもかなりの実績を持っているコン億ルだという

ふうにお聞きしまして、中身を精査させていただ

きまして、選定させていただきました。そういう

意味では、一定程度信頼ができるというふうに思

っていますし、誤差というよりも地権者の方々に

お集まりをいただいて、まず最初には多分コン億

ルも大きくは見積もらないというふうに考えてい

ます。地権者も少な過ぎると余り賛同が得られな

いということで、全体三十何名の方の地権者がい

らっしゃいますから、平均ないしは平均より少し

少な目に評価をさせていただいて、納得をさせて

いただいて、それから実際の評価に入るものでは

ないかというふうに思っていますので、全国的に

というか、全道的にこれまでも民間の再開発事業

でも少な目の評価をしないで、平均経験値で出し

ていますということでありますから、平均的な部

分で出していて、少な目にはなるべく出さないよ

うな経験値というか、経験を持っているのではな

いかというふうに理解をしています。評価のその

ものをです。結果的には、下がるというのは余り

ないのではないかというふうに思っています。一

緒か、少し上がる程度で評価をしていくのではな

いかというふうに思っています。下がる場合は、

それは最終的にはお金で納得していただくしかな

いのかなというふうに思っています。
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（何事か呼ぶ者あり）

それは、最初〇建設水道部長（野間井照之君）

に地権者の方々にこの程度で、皆様の評価はこの

ぐらいにおさまって、予算を持っていただいて、

収りない部分はあと２で ４００ででぐらいを床

を買っていただいて、事業費に充てられますとい

うふうな地権者とのお話し合いをさせていただい

ています。それが今回は１で ０００ででまで下

がってしまったという事情を（株）ふうれん億イ

ドで地権者なりには説明をさせていただいている

ということであります。

黒井議員。〇議長（小野寺一知議員）

これからいろんな事〇１８番（黒井 徹議員）

業をコン億ルを入れてやる場合には、事業費総体

的に見る場合にはどのぐらいの誤差があるのでし

ょうねという議論をしてもいいということですね、

これはもう。誤差があるということを認識しなけ

ればならぬと、我々も。例えば２０ででの事業を

やる場合には、私たちは２ででぐらいもしかした

ら上乗せになるのではないかというような話にな

るという認識でいいのですかと。市民にもそうい

う説明をしていいのですかという話になると思う

のですけれども、いかがでしょうか。

野間井建設水道部長。〇議長（小野寺一知議員）

事業そのもの〇建設水道部長（野間井照之君）

というのは、例えばこういう再開発事業は別にし

まして、大きな事業になりますと２４ででからの

事業では工事も含めると２４でで最初に設計した

ものが３年、４年たつと、これは事業費は上がる

というふうに私ども、下がるかもしれませんけれ

ども、その中でおさまるというのは１００％あっ

たらそんなにはないような気もしますけれども、

このような評価そのものは２割も１割もというの

はちょっと多いというのは私も認識していますの

で、今後コン億ルにこの辺も含めて指導を徹底さ

せていただきたいというふうに思っていますので、

御理解をいただきたいというふうに思っています。

竹中憲之議員。〇議長（小野寺一知議員）

何点かお聞きをしたい〇３番（竹中憲之議員）

というふうに思います。

実は、７款の望湖台の遊具の撤去の関係で、私

も一般質問で２回ほど質問させていただいていま

して、２１年度の前倒しということで１０４でで

ほどあると。これは、恐らく危険という問題も含

めて、修理もできないということだろうと思いま

すから、それはそれで理解をするのですが、ちょ

っと私も定かではないのですが、望湖台の支支費、

道の関係のものがつくような記憶が若干あるので

ありますが、ついたとしたらそことの兼ね合いは

どういうふうになっていくのかについてお聞かせ

を願いたいというふうに思います。

それから、２点目は、８款のバリアフリーの関

係で７００ででほどついていますが、これ名寄市

内全体でいうのか、１カ所のことで７００ででの

予算組みをするのか、これも２１年度の前倒しと

いうことでありますから、その辺について若干お

聞かせを願いたいというふうに思いますし、もう

一つ、１０款の名寄中学校の洋式のトイレの取り

かえの関係、修繕というふうになっていますから、

今の洋式がいかれたので、また取りかえるという

ことに理解をしていいのか、和式を洋式に取りか

えるというふうに理解をしていいのか、その辺の

中身についてまずお知らせを願いたいと思います。

手間本経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

望湖台の撤去事業〇経済部長（手間本 剛君）

に関連してのお尋ねをいただきました。議員御承

知だと思いますけれども、望湖台の今回提案させ

ていただいております１０４ででにつきましては、

道億の湖面側というふうなところに遊具が主に張

りついております。先ほどお尋ねありました望湖

台の事業で、支支の分で道費が入る予定と重なら

ないかというお尋ねですけれども、道費事業につ

きましては道億から上のほうになりますから、事

業がかみ合うということにはなりませんし、今回

の事業につきましては補助事業を除く今後取り組

むのに大変取り組みづらいものを優先的に取り組
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んでいるということでございまして、御理解をい

ただきたいと思っております。

以上でございます。

野間井建設水道部長。〇議長（小野寺一知議員）

バリアフリー〇建設水道部長（野間井照之君）

にすぐれたまちづくりでお答えをさせていただき

たいと思います。

きのうも少し説明させていただきましたけれど

も、例年行われている市内の舗装、補修の件であ

ります。件数的には、西地区と北地区と東地区、

南１２目から北、南と国道４０号線から西、東と

いうふうに分けて、それでれ３本に分けて発注を

させていただこうというふうに考えています。こ

れは、車道、歩道を含めてそういう形で３カ所に

分けて発注をさせていただくという。これは、毎

年行っている事業であります。

暫時休憩します。〇議長（小野寺一知議員）

休憩 午前１１時３９分

再開 午前１１時４０分

再開いたします。〇議長（小野寺一知議員）

山内教育部長。

名中のトイレの取り〇教育部長（山内 豊君）

かえにつきましては、和式から洋式ということで

御理解いただければと思います。

竹中議員。〇議長（小野寺一知議員）

望湖台の関係は理解を〇３番（竹中憲之議員）

いたしました。ただ、私が思っているのは、この

間撤去の問題含めて何回か質問させていただいて、

非常に対応が遅いなというふうに思っているとこ

ろでありまして、昨年も見たときに必ずしも使え

ない遊具がそのまま放置をしてあるという状況で

ありますから、事安全の問題であります。ただ、

使用頻度がどのぐらいあるかというのは若干聞き

ましたけれども、昨年も聞きましたが、そう多く

はないということは確かでありますけれども、し

かし団体や何かを含めて入るということもあるよ

うでありますから、今後そのようなことのないよ

うに、あそこは指定管理でやっているところもあ

りますから、それは余分な予算と言ったら怒られ

ますけれども、予算をつけないとできないのかも

しれませんが、早急な対応をすることをまず求め

ておきたいというふうに思います。

それから、バリアフリーの関係については理解

をいたしました。例年やっているものということ

ですから、そんなにメーター数は多くはないなと

いうふうに思っていますので、中身的には問題の

生じないような工事の扱いでお願いを申し上げた

いというふうに思います。

あと、名中のトイレの関係、今和式からという

ことでありましたけれども、率直に言って全和式

を洋式にかえるのかどうか、その辺答弁を求めて

私の質問を終わりたいと思います。

山内教育部長。〇議長（小野寺一知議員）

現在の和式から洋式〇教育部長（山内 豊君）

については、傷んだところから取りかえていると

いうことであります。今の家庭の生活状況の中で

も洋式が主流を占めているということがあります

ので、今後の取りかえについては和式の部分につ

きましては洋式というふうに考えていきたいとい

うふうに思います。

高見勉議員。〇議長（小野寺一知議員）

二、三点お尋ねを申〇１３番（高見 勉議員）

し上げたいと思います。

定額給付金の関係につきましてもいろんな議員

の御高説を賜りまして、そうした方向になればい

いなというふうに感じているわけでありますけれ

ども、いずれにしてもこうした給付金が地元で付

費をされることに期待をするのは、これは議員各

位同じ気持ちではないのか。新たな付費が拡大を

していくのか、あるいは日用品と申しましょうか、

食料品等々を含めた、そうした生活の部分で新た

な付費の拡大ということではなくて生活を助ける

部分に回されるのかは、これは学者ではありませ

んから定かでありません。わかりませんけれども、

しかしいずれにしても私も地元での付費というこ
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とを望むものであります。したがって、今までも

議論がありました７款の１目の商工振興費で全市

連合大をり出しの関係、７００ででの部分が議論

されていました。各議員の議論で一定理解をいた

すわけでありますけれども、しかし言えることは、

年前のわずか１時間ではなく、三、四十分で長蛇

の列をつくって、そして１０％プレミアム商品券

は完ををする。あるいは、今回の部分も既に取り

扱い上の問題は同僚議員からも話がありましたよ

うに、私もいささか問題はあると思いますけれど

も、しかしこれも行き渡らないぐらい列をつくっ

て完ををする。こういう状況というのは、市民の

皆さんなり、いに言えば付費者という立場で市民

の皆さん、対応のありようによってはそういうも

のをしっかり利用したり、あるいは地元の付費と

いうことについて、私はやっぱり考えておられる

と思うのです。ですから、今回の臨時交付金でま

さしく ０００セット、５００ででということで

対応することについては、私はそれなりにこうし

た冷え込んだ状況の中で臨時交付金を有効に活用

して地域の振興に資するということについては、

当然というか、理解をするわけでありますけれど

も、しかしこうした部分も検討していくときに中

心市街地の活性化の問題等々いろいろ叫ばれてい

る中で、地元の商店街にお客さんが来ないとか、

市民が利用しないということだけでなくて、やり

ようによってやっぱりしっかり利用するのだとい

うことだと思うのであります。必ずしも１０％プ

レミアムになるのか、何％にするのかは別にして

も、私はこういう臨時交付金で行収の側がいわば

導入億と申しましょうか、こういうものをしっか

り道づけをしていったときに、今後のありように

ついてやっぱり商工会議所なり、あるいは商店街

連合会含めて、行収の側もリードをできるのであ

ればしっかりとした検討をして、これをどう継続

をしていくというか、そして継続をすることによ

って商店街が潤う状況というものをどうつくるの

かということをしっかりと検証をしていただく必

要があるのではないかと。それにしても今回の部

分で、先ほどの答弁で１０％のプレミアム、４０

０でで、あとの１００ででは人件費なり事務費な

り、そういうことのような答弁であったわけであ

ります。やる気も含めてもう少しその種の部分に

ついては、やっぱり商店街あるいは商工会議所を

含めて、これは行収に依存をするだけではなくて、

みずからの力をしっかり発揮をして、そして今私

が申し上げましたように後年度に継続をしていく、

そういうものがなかったら、検討する価値という

か、値が出てこないのではないかというふうに私

は思うのでありますけれども、その点について今

後の展開についての考え方があればお聞かせをい

ただきたいと思います。

いま一つは、同じ７款でピヤシリ億キー場の管

理運営事業費で、億ンピオー温泉の井戸くみ上げ

に対するポンプの新設工事というのがございます。

金額的には７０でで程度でありますけれども、泉

源というか、水がれみたいな話だとか、いろいろ

市民の皆さんからもあそこを利用されて温泉に対

する御心配があったり、あるいはいろんな提言が

あってもなかなか泉源そのものが余り水量がない

とか、いろんなことがあるわけでありますけれど

も、この部分は端的にお尋ねをして、どんな形で

どういう効果が生まれてくるのかどうなのかとい

うことをお聞かせをいただきたいと思います。

それと、もう一点、前後しますけれども、２款

の総務費、先ほど同僚議員から７目の財産管理費

について尋ねがありました。先ほどの総務部長の

答弁では、当然収動産を買でありますから、をり

手と買い手の需要と人給のバオン億を考えてそう

した形になっていくという答弁についてはそのと

おりなのだなというふうに思うわけでありますけ

れども、一面評価額の７割での割り返しというこ

とになってこの金額、平８単価にすると１で九千

数百でという答弁があり、わかりやすく ３平８、

１１にしていくと１６で ０００で強ぐらいにな

るのかもしれません。それが高い安いの話はここ
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では避けさせていただきたいと思いますけれども、

しかし行収が取得をするということは、いわば地

域の相場を形成をしていくということにつながっ

ていくのであろうというふうに思うだけに、やは

りその点は急いだ事情はあるのかもしれませんけ

れども、もう一つ慎重な対応、慎重と申しましょ

うか、根拠をしっかり持つべきではないのかとい

うふうに思うわけであります。そこの中でもう一

つ、現在家屋があって、３０ででほどの部分は寄

附をいただいたと、こういう答弁が前段あったか

と思いましたけれども、これを取り壊して、家屋

を取り壊して駐車場にするわけでありますけれど

も、ちなみに工事費は別にしても取り壊し料と工

事費が４１５ででほど見られているわけでありま

すけれども、家屋の取り壊しにはどの程度の費用

を要するのか、この機会にお聞かせをいただきた

いと思います。

以上でございます。

手間本経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

２点にわたってお〇経済部長（手間本 剛君）

尋ねをいただきました。年前の取り組みのプレミ

アム、それから年明けてからのプレミアムという

ようなことでございまして、その前からの合併の

記念事業につきましてもお尋ねでございました。

それでれの計画を立てて取り組んでまいりました。

取り組むごとに課題があるのだなというふうな思

いをしております。率直に申し上げまして、商工

会議所を通じて取り組んだ事業、それから今回に

つきましては商店街連合会中心とした実行委員会

をあえてつくっていただいて取り組んだ事業とい

うことでございますけれども、御案内のとおり商

業者の部分はかつてはそういう取り組みでよかっ

たのでしょうけれども、今このいわゆる臨時交付

金につきましても、それから定額給付金につきま

しても、地域をどういうふうに活性化させるのか

というようなねらいで国が打っている事業という

ふうなことをやっぱり認識をきちっと持ってもら

う。それから、私どももそのことについてやっぱ

り理解を求めていくということが大事なのだろう

と思っています。年前に１つ動きの中でありまし

たのは、五２目商店街中心として新聞にも載りま

したけれども、今みずから自分たちの中で腕を組

んでいてもだめだと。やはり大きな動きはできな

いまでも、小さな動きでもやっぱり小さなヒント、

糸口をつくって取り組んでいこうというような動

きが今ちょこちょこ出てまいりました。それから、

この間五２目はそうやって取り組みをやって、お

客さん方の中で大変評判がよかったというような

ことで、こういったことをやってほしいのだとい

うようなことで、付費者心理も店屋さんのほうに

もコミュニケーションがとれたのかなというよう

なことで、一定の評価をさせてもらっております。

また、さらには今あそこにお住まいで御商をされ

ている方の中では、軽トオを利用して、実際に余

り大きな取り組みにはならないのでしょうけれど

も、小口でそれでれの中で農家の農商工連携も含

めてそういったアクションを持とうと。いわゆる

黄色ナンバーの商を、軽トオ事業といいましょう

か、そういうものを庭先の中で置きながらも自分

の店頭のものも一緒に動かしていこうと、こんな

ような動きも計画されているようでございます。

今高見議員からお話ありました。貴重な御意見

だと思っていますし、私どものほうで進め方のま

ずさ、率直にあります。しかしながら、そちら側

といいましょうか、お店屋さんを営まれる方々の

思いというのをいま一つ喚起を促したいし、その

ことを実践していく。私ども一緒になってやっぱ

り実践していくことが大事なのだろうなというふ

うな思いをしております。時間かければいいとい

うことにはなりませんけれども、一つ一つ事業に

取り組む過程の中で反省をしながら、先ほど申し

上げましたように付費者、生活者のほうにしっか

りと目を向けて事業に取り組むのだよということ

をいま一度私どもも含めて認識をしながらの事業

展開をしていくことが大事なのだろうというふう

に思っております。今後も早急に時間をとってい
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ただいて、商店街、それから商店街連合会、それ

から場合によったら商工会議所も入っていただく

かもしれません。私どものほうは、今商店街ある

いは商店街連合会を中心にしながら時間をとって

いただいて、お話をさせていただいて、事業展開

に意があれば御協力をしていく、御支支をしてい

くというふうな御相談をあずかっているところで

ございますので、そういうことを踏まえて意を配

して、一つでも二つでも地域の活性化、あるいは

生活者の部分につながるような暮らしやすい地域

づくりに向けて努力をしていきたいというふうに

思っているところでございます。

それから、２点目の温泉井戸についてお尋ねを

いただきました。

答弁は簡潔にお願い〇議長（小野寺一知議員）

します。

井戸につきまして〇経済部長（手間本 剛君）

は、１５０メーター打ってございますけれども、

その井戸が水位が約５メートルほど下がりました。

したがいまして、これからこの状態が続くことに

なりますと、ちょっとさらに３メートル下がりま

すと揚水ができなくなると。くみ上げることがで

きなくなる、こんなことも心配されておりますか

ら、ぜひこの事業の中で、臨時交付金の中で、せ

っかくの機会ですから、取り組まさせていただき

たい、こんなふうに思っておりますので、御理解

を賜りたいと思っております。

以上でございます。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

解体費用につきま〇総務部長（佐々木雅之君）

しては、１５０ででということで考えています。

高見委員。〇議長（小野寺一知議員）

私は、今回の臨時交〇１３番（高見 勉議員）

付金で補正予算の関係は先ほど来も話がありまし

たけれども、７０で以上の高齢者世帯ちの火災報

知機の設置事業だとか、あるいは公共施設のこう

した支支をしていくということで、極めてソフト

事業あるいはハード事業も小回りのきかせた補正

であるというふうに総体的には評価をさせていた

だきたいと思うのでありますけれども、しかしと

いうよりも、これを一つの呼び水にしていく部分

も、今の例えばプレミアム商品券の関係等々含め

て、特に定額給付金の関係や何かもあってああい

う議論があるわけでありますから、私はこれはこ

れとしてもくどいようでありますけれども、１０

％プレミアムをつけることができるのかどうなの

かは別にしても、もっと商店街あるいは商工会議

所等々を含めてソフト事業としてどう取り組んで、

市民、付費者を我が商店街、あるいはこの地域ち

呼び込んで、買い物によそち出るようなことのな

いようなものをやっぱりもうちょっと意欲的にし

っかりしていくような検討をしながら、ぜひ支理

を検討をいただいて、次年度以降の対応につなが

るものであれば、そういう期待を申し上げたいと

いうふうに思います。

くみ上げ、温泉の関係は、ピヤシリの関係はわ

かりました。

もう一つは、今大通南２２目の土地の購入で、

いわば今お話、取り壊しの部分で１５０ででとい

うことでありますから、実質と申しましょうか、

支理をするのには６５０ででぐらいの部分になっ

ていくことになるのでしょうか。したがって、そ

れはこちらの側で、行収側でぜひお譲りをいただ

きたいということですから、理解をいただいてを

買に応じていただくということでありますから、

そういう点ではわかるわけでありますけれども、

私が申し上げたいのは、利用によって更地の土地

と建物があって、それを取り壊すなりなんなりす

るということになれば、取り壊しについては今個

人住宅でもお話があったように大体１５０ででぐ

らいの支出が出てくるわけでありますから、そう

いう面では私は全体の土地利用に対してこれから

支理をしていくときには、更地なのか、あるいは

建物が活用できる建物として購入をするのであれ

ばこれは別でありますけれども、そういう取り壊

しをしなければならない状況なりなんなりを考え
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るときには、総体的にそれらを含めて地価、土地

のありようというものを公有財産として購入する

場合は、公的資金というよりも税金の投入になる

わけでありますから、くれぐれも慎重に対応いた

だくように、これは要望をしておきたいと思いま

す。

以上であります。

ほかに質疑はござい〇議長（小野寺一知議員）

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結い〇議長（小野寺一知議員）

たします。

お諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略し、直ちに採決することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

これより採決を行います。

議案第２号外４件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、議案第２号外４件は原案のとおり可決

されました。

以上で今期臨時会に〇議長（小野寺一知議員）

付議されました案件は全部議了いたしました。

これをもちまして、平成２１年第１回名寄市議

会臨時会を閉会いたします。

御苦労さまでした。

閉会 午前１１時５９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 小野寺 一 知

署名議員 植 松 正 一

署名議員 山 口 祐 司
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第 １ 回 名 寄 市 議 会 臨 時 会 議 決 結 果 表

平成２１年２月２０日 １日間

本会議時間数 １時間５８分

議 案 番 号 議 件 名 議決年月日 議 決 要 旨

議 案 第 １ 号 名寄市基金条例の一部改正について 21. 2.20 原 案 可 決

議 案 第 ２ 号 平成２０年度名寄市一般会計補正予算 〃 〃

議 案 第 ３ 号 平成２０年度名寄市介護保険特別会計補正予 〃 〃

算

議 案 第 ４ 号 平成２０年度名寄市下水道事業特別会計補正 〃 〃

予算

議 案 第 ５ 号 平成２０年度名寄市簡易水道事業特別会計補 〃 〃

正予算

議 案 第 ６ 号 平成２０年度名寄市食肉センター事業特別会 〃 〃

計補正予算
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